
ア
ヘ
ン
戦
争
は
幕
末
日
本
に
深
刻
な
対
外
的
危
機
感
を
も
た
ら
し
た
。
政
治

史
的
に
は
、
そ
の
情
報
が
、
水
野
忠
邦
の
主
導
し
た
天
保
の
改
革
の
諸
政
策
（
高

島
秋
帆
の
洋
式
砲
術
の
採
用
や
薪
水
給
与
令
な
ど
）
の
契
機
に
な
っ
た
こ
と
が

（
１
）

知
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
た
そ
の
思
想
的
影
響
も
大
き
か
っ
た
。

「
聖
賢
の
国
」
清
Ⅱ
中
華
が
イ
ギ
リ
ス
Ⅱ
夷
狄
に
無
残
に
も
敗
北
し
た
、
こ

の
衝
撃
的
な
事
実
は
、
そ
れ
ま
で
懐
い
て
き
た
中
国
観
・
西
洋
観
を
大
き
く
揺

（
２
）

さ
ぶ
り
、
更
に
は
そ
の
転
換
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
き
た
。
周
知

の
よ
う
に
、
こ
の
転
換
を
体
現
し
て
い
た
思
想
家
が
佐
久
間
象
山
衾
凱
訟
ｌ

｜
蕊
ハ
唾
で
あ
る
。
象
山
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
風
聞
に
接
し
た
直
後
に
は
、
「
唐

虞
以
来
礼
楽
之
区
、
欧
羅
巴
洲
の
腫
機
に
、
変
じ
申
さ
れ
ま
じ
き
と
も
申
難
き

（
３
）

様
子
に
聞
え
、
扱
々
嘆
は
し
き
義
に
有
し
之
候
」
（
加
藤
氷
谷
宛
天
保
十
三
年

十
月
九
日
）
と
、
清
Ⅱ
中
華
観
に
立
っ
て
慨
嘆
し
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
西
洋
Ⅱ

夷
狄
の
軍
事
・
科
学
技
術
の
優
秀
性
を
認
め
自
ら
積
極
的
に
学
ん
で
い
っ
た
。

確
か
に
象
山
の
転
換
は
際
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
象
山
が
「
礼
楽
之
区
」

が
汚
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
し
て
い
た
時
点
で
既
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
侵

■■■■■■■■

幕
末
日
本
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観

ｌ
古
賀
個
庵
を
起
点
に
し
て
Ｉ

略
行
為
を
非
難
す
る
と
共
に
、
西
洋
の
進
ん
だ
軍
事
・
科
学
技
術
を
摂
取
せ
ず
、

軍
事
的
弱
体
を
ま
ね
い
た
清
朝
の
独
善
的
優
越
意
識
を
批
判
し
て
い
た
著
作
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
看
過
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
は
こ
の
埋
れ
て
い
た
著
作
、
古
賀
桐
庵
の
『
鴉
片
醸
変
記
』
を
取
り
上

げ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
『
鴉
片
醸
変
記
』
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
只
中
に
書

か
れ
、
し
か
も
そ
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
は
幕
末
日
本
の
そ
れ
を
方
向
づ
け
て
い
た
。

先
駆
性
を
高
く
評
価
さ
れ
る
象
山
も
ま
た
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
あ

る
。
本
稿
は
こ
の
『
鴉
片
醸
変
記
』
を
起
点
に
幕
末
日
本
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
を

点
描
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ヘ
ン
戦
争
が
幕
末
日
本
に
果
し
た
思
想
史

（
４
）

的
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
一

（
－
３
）

古
賀
個
庵
今
融
“
ｌ
私
が
聖
は
、
寛
政
の
三
博
士
の
一
人
で
あ
る
古
賀
精
里

令
寡
匪
ｌ
認
証
）
の
三
男
で
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
精
里
の
没
後
、
昌

平
雷
の
御
儒
者
と
な
り
、
祭
酒
林
述
斎
の
も
と
で
幕
府
の
文
教
政
策
の
一
翼
を

担
っ
た
。
ま
た
個
庵
は
渡
辺
睾
山
の
蛮
社
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
知
ら
れ
て

（
６
）

い
る
が
、
聿
山
が
海
防
に
関
心
を
も
つ
遥
か
以
前
か
ら
、
そ
れ
に
心
を
砕
い
て

一m上一

別
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い
た
。
そ
の
直
接
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
、
文
化
年
間
の
ロ
シ
ア
の
エ
ト

ロ
フ
島
襲
撃
事
件
で
あ
る
。
偶
庵
は
こ
の
事
件
に
強
い
衝
撃
を
う
け
、
『
擬
極

論
時
事
封
事
』
（
『
個
庵
秘
集
』
巻
一
文
化
六
年
）
を
著
し
、
西
洋
の
進
ん
だ

大
砲
・
大
艦
の
軍
事
技
術
の
導
入
と
大
船
製
造
禁
止
令
の
撤
廃
を
提
言
し
た
。

更
に
彼
は
ロ
シ
ア
の
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
、
大
槻
玄
沢
ら
の
蘭
学
者
に
交

流
を
求
め
、
そ
の
成
果
と
し
て
『
俄
羅
斯
紀
聞
』
四
集
や
『
俄
羅
斯
情
形
臆
度
』

を
編
纂
し
た
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
か
ら
同
十
一
年
に
か
け
て
著
し
た
『
海

防
臆
測
』
で
は
、
異
国
船
打
払
令
を
批
判
し
、
ま
た
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
オ
ラ
ン

ダ
国
王
の
開
国
勧
告
に
対
し
て
は
、
開
国
・
交
易
論
の
立
場
か
ら
そ
の
受
け
入

れ
を
唱
え
た
（
『
洞
庵
六
集
』
巻
七
擬
論
外
夷
互
市
封
事
弘
化
元
年
）
。

本
稿
が
着
目
す
る
『
鴉
片
醸
変
記
』
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
二
、
ア

ヘ
ン
戦
争
の
最
中
に
成
っ
た
も
の
で
、
彼
の
文
集
「
個
庵
六
集
』
に
収
め
ら
れ

（
７
）

て
い
る
。
そ
れ
は
、
和
蘭
風
説
書
・
唐
風
説
書
の
最
新
情
報
を
も
と
に
、
ア
ヘ

ン
の
伝
播
に
始
ま
り
清
朝
の
ア
ヘ
ン
対
策
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
発
端
、
そ
し
て
天

保
十
一
年
十
二
月
ま
で
の
経
過
を
叙
述
し
て
い
る
、
幕
末
日
本
に
お
け
る
最
も

早
い
ア
ヘ
ン
戦
争
の
報
告
書
だ
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
中
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
性
格
に
関
す
る
伺
庵
の
見

解
で
あ
る
。
天
保
十
一
年
七
月
、
日
本
に
最
初
に
ア
ヘ
ン
戦
争
の
情
報
を
も
た

ら
し
た
和
蘭
風
説
書
は
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ソ
ー
ス
が
広
東
発
行
の
英
字
新
聞

な
ど
に
あ
っ
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
側
に
立
っ
て
戦
争
の
発
端
を
次
の
よ
う
に
伝

え
た
。

唐
国
二
而
エ
ゲ
レ
ス
人
に
無
理
非
道
之
事
共
有
之
候
所
よ
り
エ
ゲ
レ
ス
国

よ
り
唐
国
に
師
を
出
し
、
エ
ゲ
レ
ス
国
は
勿
論
カ
ー
フ
ー
デ
ホ
ー
フ
昨
封
呼

及
ひ
印
度
エ
ゲ
レ
ス
国
之
領
地
二
而
も
、
専
兵
を
揃
へ
、
唐
国
に
仇
を
報

（
８
）

ん
が
為
め
之
仕
組
に
御
座
候
。

イ
ギ
リ
ス
の
出
兵
理
由
を
清
朝
の
「
無
理
非
道
」
に
あ
る
と
す
る
こ
の
風
説

書
に
対
し
て
、
桐
庵
は
、
清
朝
の
度
重
な
る
ア
ヘ
ン
禁
輸
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

イ
ギ
リ
ス
が
ア
ヘ
ン
を
密
輸
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

天
保
庚
子
（
十
一
年
ｌ
前
田
注
）
七
月
、
和
蘭
風
説
書
日
、
唐
国
待
二
英

機
黎
一
多
二
非
理
無
道
之
挙
一
、
故
英
機
黎
将
二
出
し
師
攻
声
唐
、
…
・
…
…
：

所
謂
非
理
無
道
、
即
指
下
清
禁
一
鴉
片
一
之
令
上
也
、
…
…
…
…
是
清
直
而

英
機
黎
曲
、
非
理
無
道
、
実
在
二
英
機
黎
一
、
而
不
し
在
し
清
也
、
…
…
…

…
其
所
謂
非
理
無
道
、
特
託
也
爾
、
制
一
戎
夷
一
者
、
不
し
可
し
不
し
洞
．
知

（
９
）

此
意
一
也
、
（
『
鴉
片
醸
変
記
』
）

こ
こ
で
桐
庵
が
明
快
に
「
情
は
直
に
し
て
、
英
機
黎
は
曲
な
り
」
と
断
じ
得

た
理
由
は
、
彼
が
オ
ラ
ン
ダ
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
中
国
の
情
報
と
引
き

合
わ
せ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
個
庵
は
イ
ギ
リ
ス
の

「
非
理
無
道
」
の
証
拠
と
し
て
、
ア
ヘ
ン
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
政
策
と

対
外
政
策
の
矛
盾
を
あ
げ
る
。
「
太
西
諸
夷
、
多
沽
二
鴉
片
於
支
那
一
、
以
殖
レ

利
、
而
於
二
己
国
一
、
則
惟
許
し
喫
二
烟
草
一
、
属
ョ
禁
服
二
阿
片
一
」
（
同
右
）
・

こ
の
例
証
は
、
天
保
十
一
年
七
月
の
唐
風
説
書
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
（
も
と

も
と
は
、
吸
飲
者
死
刑
を
提
案
し
た
黄
爵
滋
や
ア
ヘ
ン
厳
禁
の
上
奏
文
に
あ
る

も
の
）
。
こ
の
一
例
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
個
庵
は
中
国
の
情
報
を
勘
案
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
蘭
風
説
書
の
欺
擶
を
あ
ば
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
個
庵
が
、
正
義
の
所
在
が
ど
ち
ら
に
あ
る
の
か
と
い
う
道
義
的
立
場
か

ら
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
性
格
を
捉
え
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
ヘ
ン
戦
争
観
は
、
藤
間
生
大
氏
が
「
幕
末
の
先
覚
者

は
ア
ヘ
ン
戦
争
の
こ
と
を
口
に
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
勝
敗
だ
け
を
み
て
、
戦

七
九



争
の
性
格
を
問
わ
な
い
し
、
・
不
正
義
の
戦
い
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
人

（
Ⅲ
）

は
、
私
が
知
る
範
囲
で
は
少
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
幕
末
日
本
で
は
、

必
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
藤
間
氏
は
、
そ
の
数
少
な
い

例
の
一
つ
に
、
天
保
十
一
年
九
月
に
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
高
島
秋
帆
の
洋
式
砲

（
Ⅱ
）

術
採
用
に
関
す
る
上
書
に
、
「
そ
の
戦
争
は
十
分
の
非
理
に
御
座
候
」
と
あ
る
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。
管
見
の
範
囲
で
は
、
斎
藤
竹
堂
（
飛
茎
ｌ
讓
診
雪
が
『
鴉

（
胆
）

片
始
末
』
（
天
保
十
四
年
）
で
、
「
鴉
片
之
事
、
曲
在
し
英
、
直
在
し
清
」
と
述
べ
、

塩
谷
宕
陰
霞
欲
娠
ｌ
謹
難
毎
が
『
隔
靴
論
』
（
安
政
四
年
）
に
、
「
英
師
元
無
名

（
咽
）

也
、
故
不
レ
仇
二
其
君
一
而
仇
二
其
臣
一
」
と
言
い
、
ま
た
佐
久
間
象
山
が
「
天
地

（
Ｍ
）

公
共
之
道
理
」
か
ら
イ
ギ
リ
ス
を
非
難
し
て
い
る
（
「
ハ
リ
ス
と
の
折
衝
案
に
関

す
る
幕
府
宛
上
書
稿
」
安
政
五
年
四
月
）
・
確
か
に
数
は
少
な
い
と
言
え
よ
う
。

し
か
も
後
に
述
べ
る
が
、
こ
こ
に
あ
げ
た
竹
堂
・
宕
陰
・
象
山
は
い
ず
れ
も
、

個
庵
の
影
響
を
う
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
言
っ
て
、
幕
末
日
本
の
多
く
の
人
々
は
、
清
朝
が
イ
ギ
リ
ス
の
圧

倒
的
な
軍
事
力
に
敗
北
し
た
、
そ
の
現
実
の
勝
敗
の
承
に
目
を
向
け
、
そ
れ
と

は
次
元
を
異
に
す
る
道
義
的
視
点
が
欠
け
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
こ
の
点

は
、
後
に
述
べ
る
）
。
換
言
す
れ
ば
、
勝
て
ば
官
軍
の
論
理
が
主
流
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。
そ
の
中
で
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
只
中
、
イ
ギ
リ
ス
の
侵
略
行
為
を

「
非
理
無
道
」
と
非
難
し
た
桐
庵
は
刮
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

蓋
し
個
庵
が
こ
の
よ
う
な
視
点
を
も
ち
得
た
理
由
は
、
彼
が
朱
子
学
者
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
夙
に
丸
山
真
男
氏
が
、
幕
末
日
本
に
お
い
て
は
、
朱
子
学

に
内
在
す
る
「
一
種
の
自
然
法
的
観
念
」
が
華
夷
観
念
を
転
換
さ
せ
、
国
家
平

（
旧
）

等
観
念
を
導
き
出
す
た
め
の
「
論
理
的
媒
介
」
に
な
っ
た
と
指
摘
し
た
が
、
個

庵
は
ま
さ
に
朱
子
学
の
「
理
」
を
西
洋
を
含
め
た
国
家
相
互
間
を
対
等
平
等
に

（
冊
）

律
す
る
道
義
と
し
て
読
み
込
ん
で
い
た
。
『
海
防
臆
測
』
の
次
の
一
節
は
そ
れ
を

端
的
に
示
し
て
い
る
。

西
洋
諸
国
、
間
有
下
懐
二
虎
狼
之
志
一
者
上
、
未
二
必
不
蕨
欲
し
侵
．
加
乎
我
一
、

而
我
理
直
義
正
、
無
三
暇
可
二
指
摘
一
、
則
彼
恵
然
内
塊
、
無
三
辞
以
使
一
一

（
Ｆ
）

其
下
一
、
而
衆
威
有
二
朧
種
琶
縮
之
気
一
、
不
し
肯
し
為
し
所
し
用
也
、
（
第
三

十
七
節
）

我
が
「
理
直
義
正
」
で
あ
れ
ば
、
「
虎
狼
の
志
」
を
懐
く
西
洋
諸
国
も
、
し

ょ
げ
て
恥
じ
入
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
楽
天
的
と
も
言
え
る
認
識
を
支
え
て
い
た

の
が
、
諸
国
家
間
を
貫
ぬ
く
普
遍
的
な
「
理
義
」
へ
の
信
念
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
信
念
こ
そ
が
『
鴉
片
醸
変
記
』
で
近
視
眼
的
な
勝
敗
に
眩
惑
さ
れ
ず
、
イ

ギ
リ
ス
の
「
非
理
無
道
」
を
鋭
く
非
難
し
得
た
内
的
根
拠
で
あ
っ
た
と
言
え
ょ

矛
勾
ノ
０

と
こ
ろ
で
、
洞
庵
は
イ
ギ
リ
ス
を
非
難
す
る
と
共
に
、
軍
事
的
に
劣
勢
に
立

っ
て
い
た
清
朝
の
弱
点
を
も
指
摘
し
て
い
た
。
「
鴉
片
醸
変
記
』
の
成
っ
た
時

点
は
、
天
保
十
一
年
六
月
の
舟
山
列
島
定
海
県
で
の
清
朝
の
敗
北
は
報
告
さ
れ

て
は
い
た
が
、
未
だ
勝
敗
の
行
方
は
混
沌
と
し
て
い
た
。
同
年
冬
の
唐
風
説
書

は
、
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
第
三
女
を
人
質
に
し
た
事
件
（
む
ろ
ん
誤
報
）
を
伝
え
、

来
夏
ま
で
に
は
平
和
に
な
る
だ
ろ
う
と
楽
観
的
な
戦
況
の
見
通
し
さ
え
述
べ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
段
階
で
、
個
庵
は
い
ち
早
く
清
朝
の
弱
点
に
目
を
向
け
て

い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
西
洋
情
報
の
不
足
で
あ
る
。
定
海
県
で
の
交
戦
は
、
清
軍
が
イ

ギ
リ
ス
軍
の
礼
砲
を
攻
撃
と
誤
認
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
天
保

’
一
一

八
○

』
の
次
の
一
節
は
そ
れ
を



十
一
年
十
二
月
の
唐
風
説
書
は
伝
え
た
。
個
庵
は
こ
の
記
事
に
注
目
し
て
、
空

砲
と
い
う
「
泰
西
の
俗
」
を
周
知
徹
底
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
清
朝
の
失
策
を
指

摘
す
る
。

ま
た
も
う
一
つ
が
海
防
力
の
弱
体
で
あ
る
。

蓋
見
二
国
於
瀕
海
一
、
而
不
レ
修
二
船
艦
火
器
一
、
実
為
二
防
禦
之
大
關
典
一

也
、
（
『
鴉
片
醸
変
記
』
）

個
庵
は
清
朝
の
軍
事
力
を
宋
・
明
に
比
べ
れ
ば
優
れ
て
い
る
と
評
価
し
つ
つ

も
、
「
猶
恨
防
海
之
備
、
未
し
極
二
周
匝
一
耳
」
（
同
右
）
と
、
海
防
力
の
不
備
を

「
防
禦
の
大
關
典
」
と
指
摘
し
た
。

更
に
個
庵
は
、
西
洋
情
報
の
不
足
・
海
防
力
の
不
備
を
も
た
ら
し
た
根
底
的

原
因
を
見
て
い
た
。
彼
は
、
在
留
中
国
人
周
某
（
唐
風
説
書
を
幕
府
に
提
出
し

た
周
謂
亭
か
）
が
、
清
朝
の
防
備
は
長
崎
よ
り
百
倍
厳
重
だ
か
ら
「
外
夷
入
志
、

不
し
足
し
介
し
意
」
（
同
右
）
と
豪
語
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
聞
い
て
次

の
よ
う
に
言
う
。

情
海
防
、
予
未
レ
知
下
其
能
有
し
加
二
乎
我
一
以
否
上
、
而
彼
之
凶
肴
乃
が
、

蓋
妄
誇
二
揚
己
邦
一
、
実
支
那
之
病
根
、
（
同
右
）

個
庵
は
「
支
那
」
の
独
善
的
優
越
意
識
こ
そ
が
、
西
洋
情
報
へ
の
無
関
心
さ

を
生
み
、
艦
船
・
銃
砲
の
進
ん
だ
西
洋
の
軍
事
技
術
を
摂
取
す
る
こ
と
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
「
病
根
」
で
あ
る
と
診
断
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
中
華
意
識
に
基
づ
く
「
支
那
」
の
自

大
主
義
へ
の
批
判
は
、
『
鴉
片
醸
変
記
』
に
至
っ
て
初
め
て
現
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
個
庵
の
持
論
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
既
に
文
化
十
年
（
一
八
一
○
）

に
著
し
た
『
設
鑿
論
』
で
、
個
庵
は
言
う
。

唐
人
、
識
見
窄
狭
、
夜
郎
自
大
、
以
為
宇
宙
之
際
、
決
無
下
強
大
富
贈

若
二
我
斉
州
一
者
上
、
又
未
三
始
知
二
聖
人
夷
夏
之
弁
、
因
レ
時
而
発
一
、
是

以
抑
二
外
国
一
大
過
、
不
レ
比
し
為
二
人
類
多
見
一
、
其
自
陥
二
於
夏
墨
炊
蛙

之
見
一
也
、
（
『
個
庵
初
集
』
巻
九
）

更
に
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
、
ア
ヘ
ン
戦
争
直
前
の
『
海
防
臆
測
』
で
も
、

次
の
よ
う
に
言
う
。

自
是
二
己
所
Ｆ
為
、
不
二
少
俊
改
一
、
不
二
復
思
芦
採
二
他
邦
之
長
一
、
：
：
：

（
岨
）

…
支
那
亦
為
二
宇
内
最
大
之
邦
一
、
然
其
驍
務
實
是
大
疵
、
（
第
二
十
二
節
）

個
庵
は
、
こ
の
中
華
意
識
に
よ
っ
て
西
洋
を
禽
獣
視
し
、
「
他
邦
の
長
」
具

体
的
に
は
そ
の
優
れ
た
軍
事
・
科
学
技
術
を
摂
取
し
よ
う
と
せ
ず
、
い
た
ず
ら

に
「
宇
内
最
大
の
邦
」
と
自
ら
誇
っ
て
い
る
「
支
那
」
の
独
善
主
義
を
早
く
か

ら
非
難
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
朱
子
学
者
伺
庵
に
お
い
て
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
で
の
清
朝
の

敗
北
が
中
国
文
明
の
絶
対
的
優
越
性
の
神
話
を
う
ち
崩
し
た
、
と
い
う
通
説
は

妥
当
し
な
い
わ
け
で
あ
る
。
個
庵
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
清
朝
が
そ
の
独
善
的
優

越
意
識
の
故
に
、
早
晩
、
西
洋
の
侵
略
を
受
け
る
と
い
う
事
態
は
予
想
さ
れ
て

い
た
。
決
し
て
晴
天
の
震
震
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
象
山
が
「
唐

虞
以
来
礼
楽
之
区
」
が
汚
さ
れ
る
と
慨
嘆
し
て
い
た
時
点
で
、
早
く
も
清
朝
の

弱
点
を
冷
静
に
分
析
し
得
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
桐
庵
は
な
ぜ
ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
に
中
華
意
識
批
判
を
展
開

し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
思
想
的
契
機
に
な
っ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
詳
し
く
論
じ
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
間
題
嶢
文
化
年
間

の
対
外
的
危
機
以
来
、
伺
庵
が
蘭
学
者
と
親
し
く
交
流
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に

（
旧
）

関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
鍵
に
な
る
の
が
中
国
の
呼
称
で
あ
る
。
先
に
引
い
た
『
設
鑿
論
』
で
は

八
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中
国
を
「
斉
州
」
、
『
海
防
臆
測
』
『
鴉
片
醸
変
記
』
で
は
「
支
那
」
と
呼
ん
で

い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
中
国
の
呼
称
は
近
世
日
本
の
儒
者
に
と
っ
て
一
つ
の
ア
ポ

リ
ア
で
あ
っ
た
。
中
国
を
世
界
の
中
心
Ⅱ
中
華
と
認
め
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま

日
本
を
夷
狄
と
卑
下
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
礼

教
文
化
の
普
遍
性
と
「
神
国
」
の
語
に
極
限
化
す
る
日
本
の
特
殊
性
を
め
ぐ
り

様
々
な
論
争
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
個
庵
に
と
っ
て

も
、
こ
の
問
題
は
彼
の
思
想
形
成
に
お
い
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

愛
知
県
西
尾
市
立
図
書
館
・
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
「
伺
庵
初
集
』
か
ら
『
伺
庵

六
集
』
ま
で
の
稿
本
を
中
国
の
呼
称
に
着
目
し
て
検
索
し
て
ゑ
る
と
、
次
の
よ

う
な
変
化
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
華
↓
斉
州
↓
西
士
↓
支
那

『
設
鑿
論
』
著
作
時
の
呼
称
で
あ
る
、
「
斉
州
」
は
中
州
と
同
意
の
語
（
『
爾

雅
』
巻
七
）
。
「
西
士
」
は
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
呼
称
で
（
例
え
ば
大
化
二

年
三
月
条
）
、
聖
徳
太
子
の
「
日
出
処
天
子
、
致
二
書
日
没
処
天
子
一
」
の
語
に

象
徴
さ
れ
る
、
日
本
と
の
平
等
・
対
等
化
を
含
意
す
る
。
近
世
日
本
で
は
、
山

崎
闇
斎
が
「
中
華
」
の
呼
称
を
嫌
っ
て
使
っ
た
（
『
秦
山
集
』
巻
十
五
）
。
こ
の

個
庵
の
呼
称
の
内
、
最
後
に
現
れ
、
『
鴉
片
醸
変
記
』
で
も
使
わ
れ
た
「
支
那
」

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

「
支
那
」
の
呼
称
は
、
杉
田
玄
白
や
大
槻
玄
沢
ら
の
蘭
学
者
に
と
っ
て
、
中

国
の
中
華
意
識
に
対
す
る
批
判
の
常
套
語
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
洞
庵
に
ロ

シ
ア
情
報
を
提
供
し
て
い
た
大
槻
玄
沢
の
『
蘭
学
階
梯
』
序
（
天
明
八
年
刊
）

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
支
那
は
一
辺
に
僻
在
せ
る
に
、
独
り
中
国
と
称

（
別
）

す
。
驍
教
み
づ
か
ら
限
る
の
み
」
。
個
庵
の
「
支
那
」
の
呼
称
は
、
こ
の
蘭
学
者

で
は
、
洞
庵
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
は
後
代
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
で
注
目
す
べ
き
は
、
斎
藤
竹
堂
の
『
鴉
片
始
末
』
で
あ

ヲ
（
》
Ｏ

竹
堂
は
、
昌
平
雷
で
洞
庵
に
師
事
し
て
い
た
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に

『
鴉
片
始
末
』
一
巻
を
著
し
た
。
そ
れ
は
ア
ヘ
ン
戦
争
の
発
端
か
ら
南
京
条
約

締
結
に
至
る
経
過
を
「
簡
括
」
（
斎
藤
拙
堂
の
散
文
）
な
漢
文
に
よ
っ
て
叙
述

し
、
最
後
に
竹
堂
自
身
の
「
論
」
を
付
し
た
も
の
で
、
幕
末
日
本
に
広
く
伝
写

さ
れ
た
。
実
は
、
こ
の
『
鴉
片
始
末
』
は
天
保
十
一
年
末
ま
で
の
叙
述
を
「
鴉

片
醸
変
記
』
に
負
う
ば
か
り
か
、
「
論
」
は
師
伺
庵
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
を
祖
述

し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
竹
堂
は
、
「
鴉
片
之
事
、
曲
在
し
英
、
直
在
し
清
」
（
前
出
）
と
述

べ
、
道
義
の
所
在
を
明
快
に
示
す
と
共
に
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
朝
が
軍
事

（
創
）

か
ら
の
影
響
だ
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
『
俄
羅
斯
情
形
臆
度
』
で
は
、
「
広
き
世

界
之
内
に
支
那
あ
る
〈
砂
然
と
し
て
黒
子
の
面
に
着
く
か
こ
と
し
」
（
巻
坤
）

と
説
く
個
庵
に
、
大
槻
玄
沢
は
「
己
ヵ
居
ル
所
ヲ
聖
人
ノ
中
華
ト
教
称
シ
四
面

ヲ
四
夷
八
蛮
卜
賤
ス
ル
ハ
井
蛙
ノ
見
ナ
リ
」
（
同
右
）
と
応
じ
て
い
た
。
斉
州

・
西
士
を
は
さ
ん
で
、
中
華
か
ら
支
那
へ
の
呼
称
の
変
化
は
、
伺
庵
が
蘭
学
者

の
中
華
意
識
批
判
を
受
容
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

朱
子
学
者
個
庵
は
、
こ
の
よ
う
に
蘭
学
者
の
目
を
通
し
て
中
国
を
世
界
の
な

か
で
相
対
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
く
も
ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
に
中
国
文
明
の

絶
対
的
優
越
性
の
神
話
か
ら
抜
け
出
し
、
か
え
っ
て
そ
の
独
善
性
を
批
判
し
得

た
の
で
あ
っ
た
。

四
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的
に
イ
ギ
リ
ス
に
敗
北
し
た
原
因
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

宇
宙
万
国
、
風
士
自
異
、
執
夷
執
夏
、
而
漢
士
常
以
二
中
夏
一
自
居
、
侮
コ

視
海
外
諸
国
一
、
如
二
犬
食
猫
鼠
、
冥
頑
不
霊
之
物
一
、
不
し
知
、
其
機
知

之
敏
、
器
械
之
精
、
固
有
レ
出
下
子
中
夏
之
所
占
未
二
嘗
議
一
、
而
海
防
之

術
、
萢
乎
不
し
講
、

竹
堂
も
ま
た
そ
れ
を
、
西
洋
を
禽
獣
視
し
そ
の
優
れ
た
軍
事
・
科
学
技
術
を

知
ら
ず
、
海
防
を
講
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
独
善
的
優
越
意
識
Ⅱ
中
華
意
識
に

求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ヘ
ン
戦
争
観
は
、
前
述
し
た
個
庵
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
『
鴉
片
始
末
』
を

媒
介
に
し
て
伺
庵
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
の
幕
末
日
本
へ
の
影
響
を
定
め
得
る
の
で

あ
る
。本

節
で
は
、
伺
庵
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
の
内
、
清
朝
の
敗
北
の
原
因
が
中
華
意

識
に
あ
る
と
す
る
見
解
の
影
響
と
そ
の
思
想
史
的
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
こ
の
点
で
の
影
響
を
列
挙
し
て
承
よ
う
。
佐
久
間
象
山
は
、
竹
堂
の
『
鴉

（
館
）

片
始
末
』
に
「
敬
歎
」
し
て
敏
文
を
撰
し
た
（
「
賊
阿
片
始
末
」
弘
化
元
年
）
。

そ
こ
で
象
山
は
、
西
洋
に
対
応
す
る
に
当
た
っ
て
、
「
彼
を
知
る
」
（
『
孫
子
』
）

こ
と
の
緊
要
性
を
説
い
て
い
る
が
、
彼
の
次
の
よ
う
な
ア
ヘ
ン
戦
争
観
は
、
そ

の
『
鴉
片
始
末
』
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
（
中
国
は
ｌ
前
田
注
）
惟

只
顧
己
の
国
の
み
よ
き
事
に
心
得
、
外
国
と
い
へ
ば
ひ
た
も
の
軽
視
し
候
て
、

夷
狄
蛮
頽
と
賤
し
め
、
彼
の
実
事
に
熟
練
し
、
国
利
を
も
興
し
、
兵
力
を
も
盛

に
し
、
火
技
に
妙
に
、
航
海
に
巧
な
る
事
、
遥
に
自
国
の
上
に
出
で
た
る
を
知

ら
ず
居
候
故
に
、
一
旦
イ
ギ
リ
ス
と
乱
を
構
ふ
る
に
及
で
、
大
敗
を
引
出
し
、

（
羽
）

恥
辱
を
全
世
界
に
飴
し
、
大
に
古
昔
聖
賢
の
体
面
を
破
り
候
事
に
御
座
候
」
（
「
ハ

ル
マ
出
版
に
関
す
る
藩
主
宛
上
書
」
嘉
永
二
年
二
月
）
。
同
様
の
見
解
は
、
塩

谷
宕
陰
に
も
見
ら
れ
る
。
宕
陰
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
資
料
集
と
も
言
う
べ
き
「
阿

（
別
）

芙
蓉
彙
聞
』
（
弘
化
四
年
自
序
）
を
編
し
た
が
、
そ
こ
に
竹
堂
の
『
鴉
片
始
末
』

を
収
録
し
た
（
巻
五
）
。
そ
し
て
「
論
尤
切
的
、
中
二
肯
緊
一
」
と
評
し
、
竹
堂

の
「
論
」
、
即
ち
個
庵
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
に
同
意
し
た
。
そ
の
通
り
宕
陰
は
、
「
夫

（
お
）

洋
夷
知
し
彼
知
し
己
、
而
清
人
以
レ
華
自
高
、
不
し
務
レ
索
二
外
蕃
之
情
一
」
（
『
宕

陰
存
稿
』
巻
四
阿
芙
蓉
彙
聞
序
）
と
述
べ
、
中
国
の
自
尊
主
義
を
批
判
し
た
。

ま
た
宕
陰
は
、
安
政
元
年
二
八
五
四
）
、
川
路
聖
謨
の
要
請
で
箕
作
玩
甫
と

共
に
魏
源
の
『
海
国
図
志
』
を
翻
刻
し
た
が
、
そ
の
序
で
も
、
「
従
前
漢
人

以
レ
華
自
居
、
視
二
外
蕃
一
不
二
音
犬
永
一
、
於
二
其
地
理
政
治
一
、
惰
乎
如
二
替

滕
摸
Ｆ
器
」
（
『
宕
陰
存
稿
」
巻
四
翻
栞
海
国
図
志
序
）
と
非
難
し
て
い
た
。

こ
の
他
に
も
、
『
鴉
片
始
末
』
と
の
直
接
の
関
連
は
明
確
で
は
な
い
が
、
ア

ヘ
ン
戦
争
で
の
清
朝
の
敗
因
を
中
華
意
識
に
求
め
る
見
解
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。
安
積
艮
斎
翁
浄
生
ｌ
宝
ハ
匹
は
『
洋
外
紀
略
』
巻
下
（
嘉
永
元
年
）

に
、
「
今
之
蛮
夷
、
非
二
古
之
蛮
夷
一
也
、
支
那
人
眼
孔
如
レ
豆
、
自
謂
下
天
地

間
莫
中
過
二
我
中
国
一
者
上
、
…
：
…
而
猶
不
二
自
悟
一
、
近
年
又
為
一
暎
夷
一
所
二

（
妬
）

焚
掠
一
」
と
言
い
、
横
井
小
楠
衾
欲
堆
ｌ
釧
錨
ハ
ど
も
「
海
外
諸
国
の
、
往
々
理

を
窮
め
智
を
開
き
、
仁
を
施
し
義
を
崇
び
、
国
富
み
兵
強
く
、
諸
夏
の
亡
き
が

如
く
な
ら
ざ
る
を
知
ら
ず
。
待
つ
に
昔
日
の
夷
狄
を
以
て
し
、
蔑
視
す
る
事
禽

獣
に
等
し
き
に
よ
り
、
道
光
の
末
年
、
鴉
片
の
乱
に
よ
り
大
に
英
国
の
為
に
挫

（
町
）

折
せ
ら
れ
」
（
「
国
是
三
論
』
）
た
と
説
く
。
更
に
福
沢
諭
吉
衾
齢
一
壷
ｌ
潤
一
繁
）

は
、
「
江
戸
中
の
爺
婆
を
開
国
に
口
説
き
落
」
そ
う
と
し
て
「
唐
人
往
来
』
（
慶

応
元
年
成
）
を
著
し
、
そ
こ
で
ア
ヘ
ン
戦
争
・
ア
ロ
ー
号
事
件
で
の
清
朝
の
敗

因
を
、
「
世
間
知
ら
ず
に
て
、
己
が
国
を
上
も
な
く
貴
き
物
の
様
に
心
得
て
、

更
ら
に
他
国
の
風
に
見
習
ひ
改
革
す
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
、
副
職
の
鰯
」
に
あ
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る
と
指
摘
し
て
い
た
。

個
庵
に
淵
源
す
る
と
思
わ
れ
る
、
以
上
列
挙
し
た
開
明
的
な
思
想
家
の
ア
ヘ

ン
戦
争
観
は
、
清
朝
の
敗
因
を
中
華
意
識
Ⅱ
「
己
惚
の
病
」
に
あ
る
と
す
る
点

で
共
通
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
幕
末
日
本
で
ど
の
よ
う
な
思

想
史
的
意
義
を
も
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
「
神
州
」
「
皇
国
」
を

（
酌
）

高
唱
し
た
所
謂
日
本
型
華
夷
論
者
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
と
対
比
し
て
考
え
て
み
よ

う
。
と
い
う
の
は
、
個
庵
ら
の
「
己
惚
の
病
」
批
判
は
、
皇
統
の
一
系
性
と
武

威
を
根
拠
に
日
本
が
世
界
の
中
心
に
位
置
す
る
と
説
く
、
日
本
型
華
夷
論
者
に

向
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

佐
藤
信
淵
覇
勤
総
ｌ
認
診
匿
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
、
「
皇
大
御
国
は
大
地

（
釦
）

の
最
初
に
成
れ
る
国
に
し
て
世
界
万
国
の
根
本
」
（
『
混
同
秘
策
』
文
政
六
年
成
）

と
説
き
、
世
界
制
覇
を
夢
想
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
彼
も
、
ア
ヘ
ン
戦
争
で

の
清
朝
の
敗
北
に
強
い
衝
撃
を
う
け
た
。
竹
堂
の
『
鴉
片
始
末
』
を
下
敷
き
に

し
て
書
い
た
『
水
陸
戦
法
録
』
（
嘉
永
元
年
）
に
は
、
「
夷
狄
ノ
中
華
ヲ
取
ル
ー

無
人
ノ
境
二
入
ル
カ
如
ク
、
僅
両
三
年
ノ
間
二
数
多
ノ
雄
鎮
ヲ
奪
上
取
ラ
レ
テ
、

却
テ
貢
ヲ
納
ル
ー
至
ル
ト
ハ
天
地
開
關
以
来
未
曾
有
ノ
珍
事
ナ
リ
、
予
甚
タ
此

（
瓠
）

ヲ
驚
句
セ
リ
」
と
あ
り
、
そ
の
衝
撃
の
ほ
ど
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
か
、

ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
西
洋
列
強
に
対
抗
す
る
た
め
に
日
清
提
携
論
を
唱
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
で
は
信
淵
は
清
朝
の
敗
因
を
ど
う
見

て
い
た
の
か
。
「
英
吉
利
亜
の
清
国
に
冠
せ
し
は
、
阿
片
烟
の
故
あ
り
、
且
又

（
兜
）

文
弱
に
し
て
武
備
の
無
き
を
探
り
得
た
る
を
以
て
な
り
」
（
『
防
海
余
論
』
弘
化

四
年
）
。
彼
は
そ
れ
を
「
文
弱
」
清
朝
の
軍
備
の
弱
体
に
求
め
た
上
で
、
軍
事

的
教
訓
と
し
て
、
海
岸
に
造
営
し
た
砲
台
の
無
力
さ
と
大
艦
の
必
要
性
を
導
き

出
し
た
（
『
水
陸
戦
法
録
』
）
。
そ
し
て
、
「
今
夫
清
国
既
に
其
民
を
摩
燗
せ
り
。

（
認
）

此
を
覆
車
の
鑑
と
し
て
、
本
邦
の
武
備
を
厳
重
に
す
べ
」
（
『
新
製
小
艇
放
大
銃

法
』
嘉
永
元
年
）
き
こ
と
を
説
い
た
。

ま
た
帆
足
万
里
桑
浄
叱
ｌ
無
勢
三
も
、
「
近
来
清
人
、
尹
夷
傷
の
軍
勢
に
困

（
別
）

ゑ
し
も
、
大
煩
の
用
に
拙
き
ゆ
ゑ
な
り
」
（
『
東
潜
夫
論
』
弘
化
元
年
）
、
「
本
邦
、

清
人
皆
舟
艦
の
制
拙
な
く
、
水
戦
の
備
な
き
を
能
知
る
ゆ
ゑ
、
先
年
魯
西
亜
人

の
蝦
夷
を
乱
ふ
し
、
尹
夷
、
清
朝
の
舟
山
を
乱
防
せ
し
如
く
不
埒
の
働
を
な
す

な
り
」
（
同
右
）
と
述
べ
、
清
朝
の
敗
因
を
大
砲
・
大
艦
の
軍
備
の
弱
体
に
あ

る
と
見
な
し
、
そ
の
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
、
「
本
邦
も
早
炮
術
を
習
ひ
戦
法
を

改
め
給
べ
き
こ
と
な
り
。
否
ぱ
必
清
人
の
敗
あ
る
べ
し
」
（
同
右
）
と
説
い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
「
舟
艦
、
器
械
具
ら
ぱ
、
西
洋
と
水
戦
し
て
も
必
勝
べ

き
な
り
」
（
同
右
）
と
説
き
、
西
洋
列
強
の
軍
事
力
に
対
抗
し
得
る
と
し
た
。

信
淵
・
万
里
が
銃
砲
・
艦
船
の
物
理
的
軍
事
力
の
増
強
を
求
め
た
の
に
対
し

て
、
清
朝
の
敗
因
を
軍
事
力
の
弱
体
に
あ
る
と
認
識
す
る
点
で
は
等
し
い
が
、

専
ら
軍
事
力
を
支
え
る
精
神
Ⅱ
士
気
に
着
目
し
た
の
が
、
鳥
居
煙
蔵
衾
が
唾
ｌ

鋼
撰
甦
と
大
橋
訓
庵
（
飛
茎
ｌ
垂
麩
ハ
己
で
あ
る
。
蛮
社
の
獄
に
暗
躍
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
目
付
鳥
居
擢
蔵
は
、
先
に
見
た
高
島
秋
帆
の
洋
式
砲
術
採
用
の
上

書
に
対
す
る
答
申
で
、
「
唐
国
広
東
の
地
騒
乱
の
次
第
も
、
畢
寛
、
唐
国
も
二

百
余
年
の
泰
平
に
て
、
文
華
の
ゑ
に
流
れ
、
武
備
の
廃
弛
の
処
、
イ
ギ
リ
ス
国

は
常
々
争
戦
に
練
熟
仕
り
お
り
候
や
に
つ
き
、
唐
国
敗
亡
の
事
に
て
こ
れ
あ
る

（
弱
）

べ
き
也
。
敢
え
て
火
砲
の
利
鈍
に
よ
る
ば
か
り
と
も
存
ぜ
ら
れ
ず
」
と
述
べ
、

緊
急
の
課
題
は
洋
式
砲
術
の
採
用
で
は
な
く
、
「
軽
薄
の
士
風
一
変
」
で
あ
る

と
説
い
て
い
る
。

ま
た
狂
信
的
な
壌
夷
論
者
調
庵
は
清
朝
の
敗
因
を
洋
学
盛
行
に
よ
る
民
心
の

離
反
に
あ
る
と
す
る
。
「
満
清
ノ
敗
績
シ
テ
、
英
夷
二
醜
辱
ヲ
受
タ
ル
コ
ト
ハ
、
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洋
学
洋
貨
ノ
行
ハ
レ
テ
、
人
心
ヲ
毒
蝕
セ
シ
ニ
由
レ
ル
ナ
レ
バ
、
是
ゾ
洋
学
ノ

（
郡
）

悪
ム
。
ヘ
キ
、
最
第
一
ノ
明
鑑
ナ
リ
」
（
『
關
邪
小
言
』
巻
二
。
そ
し
て
こ
の
認
識

に
立
っ
て
、
「
近
年
、
満
清
ノ
将
士
ノ
輩
、
英
夷
ヲ
軽
蔑
シ
テ
、
其
伎
価
ヲ
審

ニ
セ
ズ
、
一
旦
邊
璽
ノ
興
ル
ー
及
デ
、
防
書
果
シ
テ
宜
キ
ヲ
失
上
、
敗
劔
ヲ
致

シ
和
議
ヲ
講
シ
テ
、
終
天
ノ
銀
恥
ヲ
飴
セ
シ
モ
、
全
ク
西
洋
ノ
形
勢
二
暗
ク
、

（
訂
）

彼
ヲ
知
ザ
ル
’
一
由
レ
ル
ナ
レ
バ
、
是
ゾ
近
キ
設
鑿
ナ
ラ
ズ
ャ
」
（
同
右
）
と
西
洋

の
軍
事
技
術
の
優
秀
性
を
説
く
洋
学
者
を
、
か
え
っ
て
「
禍
源
」
を
知
ら
な
い

も
の
と
非
難
し
た
。

前
述
し
た
信
淵
・
万
里
が
必
ず
し
も
西
洋
の
軍
事
技
術
の
摂
取
を
否
定
し
な

か
っ
た
の
に
対
し
て
、
擢
蔵
・
調
庵
は
そ
の
技
術
を
支
え
る
精
神
を
含
め
て
全

否
定
し
た
。
そ
の
点
で
両
者
は
一
見
す
る
と
対
照
的
だ
が
、
ア
ヘ
ン
戦
争
で
の

清
朝
の
敗
因
を
軍
事
力
の
弱
体
に
求
め
、
西
洋
列
強
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
物

理
的
、
精
神
的
の
違
い
は
あ
る
が
、
軍
備
の
充
実
を
求
め
る
点
で
等
し
い
。
し

か
も
そ
の
充
実
を
図
っ
て
、
「
神
州
」
「
皇
国
」
の
武
威
を
世
界
に
輝
か
す
べ
き

だ
と
唱
え
た
点
で
も
共
通
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
日
本
が
世
界
の
中
心
に
位
置

す
る
と
い
う
信
念
に
関
す
る
限
り
相
等
し
い
の
で
あ
る
。

先
に
見
た
個
庵
ら
の
中
華
意
識
批
判
は
、
清
朝
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
よ

う
な
日
本
型
華
夷
論
者
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
日
本
型
華
夷
論
者
の

よ
う
に
ア
ヘ
ン
戦
争
で
の
清
朝
の
敗
因
を
単
に
軍
事
力
の
弱
体
に
見
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
を
ま
ね
い
た
思
惟
・
態
度
、
即
ち
独
善
的
な
中
華
意
識
Ⅱ
「
己
惚

の
病
」
に
求
め
た
。
伺
庵
が
、
日
本
は
「
抑
亦
自
責
而
卑
一
一
隣
邦
一
之
失
、
頗

近
．
似
西
士
一
」
（
『
個
庵
五
集
』
巻
六
天
保
八
年
）
す
る
と
指
摘
し
て
い
た

よ
う
に
、
そ
れ
は
他
な
ら
ぬ
日
本
自
身
の
宿
洞
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、

個
庵
ら
に
と
っ
て
ア
ヘ
ン
戦
争
は
「
層
歯
輔
車
の
国
」
（
『
鴉
片
醸
変
記
』
）
と

と
こ
ろ
で
、
個
庵
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
の
後
代
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
、
も
う

一
つ
見
逃
せ
な
い
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
個
庵
が
道
義
的
視
点
か
ら
「
是
清

直
而
英
機
黎
曲
、
非
理
無
道
、
実
在
二
英
機
黎
一
、
而
不
し
在
し
清
也
」
（
前
出
）

と
批
判
し
、
正
義
の
所
在
を
明
快
に
示
し
て
い
た
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
。
先

に
触
れ
た
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
個
庵
の
説
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
竹

堂
・
宕
陰
・
象
山
に
は
見
ら
れ
た
が
、
幕
末
日
本
に
お
い
て
主
流
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
個
庵
が
道
義
的
立
場
を
堅
持
し
得
た
内
的
根
拠
に
は
、

朱
子
学
の
「
一
種
の
自
然
法
的
観
念
」
が
与
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
を
論
じ

た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
道
義
的
視
点
か
ら
ア
ヘ
ン
戦
争
を
見
て
い
た
個
庵
に

は
、
興
味
あ
る
見
解
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
胡
）

個
庵
の
詩
集
『
古
心
堂
詩
稿
』
に
、
「
読
清
義
士
激
文
探
韻
」
（
弘
化
元
年
）

と
い
う
七
言
律
詩
が
あ
る
。

南
宋
和
親
休
二
漫
論
一

清
於
二
英
虜
一
似
二
児
孫
一

繕
余
一
義
士
一
強
二
人
意
一

誓
掃
二
驍
胡
一
酬
二
主
恩
一

壮
気
横
秋
呑
二
峰
海
一

精
忠
如
レ
鉄
貫
二
乾
坤
一

満
腔
熱
血
豪
猯
潟

読
罷
厳
鼬
激
二
竹
軒
一

こ
こ
で
言
う
「
情
義
士
激
文
」
は
、
一
八
四
二
年
、
南
京
条
約
締
結
後
、
広

し
て
対
岸
の
火
災
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五
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州
府
学
明
倫
堂
に
各
郷
紳
士
の
名
で
掲
示
さ
れ
た
「
全
譽
義
士
義
民
公
激
」
で

あ
ろ
う
。
こ
の
激
文
は
中
国
全
土
に
広
く
流
布
し
、
各
地
の
民
衆
の
抗
英
運
動

を
刺
激
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
個
庵
は
こ
れ
を
見
て
強
い
共
感
を
も
っ
た

の
で
あ
る
。
清
朝
政
府
が
投
降
路
線
に
傾
い
て
い
く
な
か
で
、
一
八
四
一
年
の

広
東
三
元
里
に
お
け
る
民
衆
の
反
英
闘
争
に
代
表
さ
れ
る
抗
英
運
動
は
、
中
国

近
代
史
に
お
け
る
反
侵
略
闘
争
の
嗜
矢
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
個
庵
は

そ
の
抗
英
運
動
の
闘
士
を
精
忠
の
「
義
士
」
と
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
南
京
条
約
締
結
後
の
抗
英
運
動
を
「
愚
民
」
の
所
為
と
し
て
し
か

映
ら
な
か
っ
た
佐
藤
信
淵
と
鮮
や
か
な
対
照
を
な
し
て
い
る
。
「
清
国
の
愚
民

に
で
、

等
一
統
に
怨
玖
慰
み
、
密
に
英
吉
利
人
を
殺
す
こ
と
数
度
に
及
く
り
。
此
も
亦

（
弱
）

清
国
の
政
治
厳
粛
な
ら
ざ
る
の
失
策
な
り
」
（
『
存
華
挫
狄
論
』
巻
五
嘉
永
二

年
序
）
。
こ
こ
で
は
、
む
し
ろ
「
愚
民
」
の
抵
抗
運
動
を
抑
圧
で
き
な
か
っ
た

清
朝
政
府
の
「
失
策
」
が
批
判
さ
れ
て
い
た
。
信
淵
に
は
、
侵
略
さ
れ
る
側
か

ら
の
発
想
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
に
は
、
世
界

制
覇
を
夢
想
し
て
い
た
信
淵
に
は
、
そ
も
そ
も
侵
略
行
為
自
体
を
否
定
す
る
道

義
的
視
点
が
欠
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
侵
略
行
為
の
「
非

理
無
道
」
性
を
批
判
す
る
個
庵
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
侵
略
に
抵
抗
し
た
中
国
の

民
衆
を
精
忠
の
「
義
士
」
と
称
え
、
そ
の
正
当
性
を
評
価
す
る
注
目
す
べ
き
見

解
が
生
ま
れ
て
い
た
。

中
国
の
抗
英
運
動
へ
の
共
感
を
示
し
て
い
る
著
作
と
し
て
は
、
太
平
記
風
の

軍
記
物
調
で
叙
述
さ
れ
た
ア
ヘ
ン
戦
争
記
で
あ
る
、
嶺
田
楓
江
（
蘓
茎
ｌ
剰
笠
）

（
㈹
）

の
『
海
外
新
話
』
（
嘉
永
二
年
刊
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
幕
末
日
本
に
お

い
て
は
、
そ
う
し
た
共
感
は
必
ず
し
も
主
流
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
中
で
、
洞
庵
の
道
義
的
視
点
を
継
ぐ
人
々
に
は
、
確
か
に
そ
れ
が
共
有
さ

れ
て
い
た
。

（
机
）

斎
藤
竹
堂
は
、
「
喜
東
義
勇
激
」
を
書
写
し
（
稿
本
『
竹
堂
文
集
』
）
、
ま
た
ア

ヘ
ン
戦
争
の
際
、
上
海
防
衛
の
要
衝
呉
舩
の
砲
台
を
守
り
自
殺
し
た
老
提
督
陳

化
成
を
詠
じ
た
詩
を
集
め
た
『
表
忠
崇
義
集
』
に
序
を
撰
し
た
（
「
続
竹
堂
文

抄
』
巻
上
）
。
更
に
塩
谷
宕
陰
は
、
『
阿
芙
蓉
彙
聞
』
巻
六
に
抗
英
闘
争
の
激
文

を
収
め
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

詩
日
、
吾
其
懲
而
法
二
後
患
一
、
清
人
蓋
懲
実
、
然
知
レ
所
し
懲
者
、
多

在
二
艸
葬
之
民
一
、
而
廟
堂
猶
如
倫
レ
安
、
観
三
於
専
東
激
文
、
平
夷
論
説
、

与
二
蘇
廷
魁
之
疏
一
、
可
二
以
観
一
実
、
肉
食
者
鄙
、
古
今
之
通
患
也
、

こ
の
侵
略
に
抵
抗
す
る
「
艸
葬
の
民
」
へ
の
共
感
は
、
ま
た
後
に
草
葬
蛎
起

論
を
唱
え
る
こ
と
に
な
る
吉
田
松
陰
袰
独
壺
ｌ
華
捗
ど
の
な
か
に
も
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
松
陰
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
九
月
の
九
州
旅
行
の
際
、

平
戸
で
魏
源
の
『
聖
武
記
附
録
』
と
宕
陰
の
『
阿
芙
蓉
彙
聞
』
を
読
ん
で
い
る

が
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
嘉
永
元
年
、
個
庵
が
称
え
た
撒
文
に
散
文
を
書
い
て
次

の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。

已
而
得
二
義
勇
椴
文
一
読
し
之
、
辞
気
懐
慨
激
烈
、
令
二
人
奮
発
一
焉
、
因

（
他
）

又
嘆
日
、
清
豈
無
し
人
哉
、
（
『
未
焚
稿
』
書
喜
東
義
勇
椴
文
後
）

勿
論
、
反
英
抵
抗
「
義
士
」
へ
の
共
感
が
個
庵
と
松
陰
に
あ
っ
た
と
言
っ
て

も
、
そ
の
政
治
的
立
場
は
同
一
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
個
庵
の

ア
ヘ
ン
戦
争
観
が
松
陰
の
草
葬
幌
起
論
に
至
る
可
能
性
を
内
包
し
て
い
た
こ
と

は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

一
ハ

以
上
、
幕
末
日
本
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
を
古
賀
個
庵
を
起
点
に
辿
っ
て
き
た
。
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本
稿
が
桐
庵
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
を
起
点
と
し
た
の
は
、
そ
れ
が
最
も
早
く
書
か

れ
た
と
い
う
時
間
的
理
由
ば
か
り
で
は
な
く
、
何
よ
り
そ
の
内
容
が
後
代
の
ア

ヘ
ン
戦
争
観
を
方
向
づ
け
る
傑
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
も
う
少
し
見
て
お
こ
う
。

す
な
わ
ち
洞
庵
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
非
理
無
道
」
を
非
難
す
る
と
共
に
、
道

義
的
に
は
「
直
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
敗
退
し
た
清
朝
の
軍
事
力
の
弱
体
、

及
び
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
中
国
人
の
独
善
的
優
越
意
識
を
批
判
し
た
。
彼
の
ア

ヘ
ン
戦
争
観
が
卓
越
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
理
念
的
道
義
と
現
実
的
軍

事
力
の
一
方
の
視
点
に
偏
ら
ず
、
そ
の
両
者
の
緊
張
を
孕
ん
で
い
た
た
め
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
箕
作
省
吾
訳
著
『
坤
輿
図
識
』
（
弘
化
二
年
刊
）
の
た
め

に
書
い
た
序
文
は
、
こ
の
道
義
と
力
と
の
緊
張
関
係
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
伺

庵
は
、
そ
こ
で
対
外
政
策
の
二
つ
の
型
を
提
示
し
て
言
う
。

国
二
於
両
間
一
者
林
々
実
、
或
確
然
自
守
、
養
レ
士
字
し
民
、
使
三
国
勢
如
二

金
厩
之
無
鉄
一
、
或
遠
略
是
事
、
務
二
貿
易
一
、
重
二
交
際
一
、
敵
国
有
し
鬘
、

襲
而
取
し
之
、
二
者
判
然
殊
趨
、
確
然
自
守
者
崇
義
也
、
寡
欲
也
、
遠
略

是
事
者
貫
淋
也
、
残
暴
也
、
其
優
劣
柾
直
笑
待
二
乎
言
一
、
（
『
伺
庵
六
集
』

巻
九
坤
輿
図
識
序
）

個
庵
は
、
「
自
守
」
の
国
と
「
遠
略
」
の
国
の
二
つ
の
型
を
示
し
、
前
者
を

「
崇
義
」
「
寡
欲
」
、
後
者
を
「
貫
淋
」
「
残
暴
」
と
評
し
道
義
の
観
点
か
ら
前

者
の
優
位
を
説
き
、
「
遠
略
」
の
国
、
換
言
す
れ
ば
西
洋
列
強
の
膨
張
主
義
を

否
定
す
る
。
だ
が
洞
庵
は
、
一
方
で
現
実
の
情
勢
を
客
観
的
に
洞
察
し
て
言
う
。

然
確
然
自
守
者
、
間
或
不
レ
競
、
而
遠
略
是
事
者
往
々
盛
強
、
無
二
他
故
一

焉
、
遠
略
是
事
者
傾
二
娼
智
カ
ー
、
厭
気
不
し
僥
、
攻
城
水
城
試
二
之
実

用
一
而
諸
熟
、
此
其
鋒
所
二
以
不
戸
易
レ
櫻
也
、
予
嘗
諦
。
察
万
国
情
形
一

降
二
乎
目
今
一
、
則
不
レ
締
二
隣
交
一
、
不
し
修
二
辺
防
一
、
而
確
然
自
守
、

有
二
断
不
レ
可
レ
為
者
一
、
（
同
右
）

「
自
守
」
の
国
は
沈
滞
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
西
洋
列
強
は
そ
の
旺
盛
な

活
力
に
支
え
ら
れ
盛
強
で
あ
る
。
現
時
点
の
世
界
情
勢
を
見
れ
ば
、
「
確
然
自

守
」
し
て
孤
立
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

蓋
必
有
レ
電
。
征
外
夷
之
勢
一
、
然
後
可
レ
退
．
保
一
国
一
、
有
し
威
。
攝
敵

人
之
略
一
、
然
後
可
し
申
．
固
明
約
一
、
（
同
右
）

個
庵
は
潜
勢
力
と
し
て
の
軍
事
力
を
充
実
す
べ
き
だ
と
説
く
。
そ
れ
は
侵
略

の
た
め
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
衛
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
示
さ

れ
て
は
い
な
い
が
、
具
体
的
に
は
西
洋
の
優
れ
た
軍
事
技
術
を
摂
取
す
る
た
め

に
交
易
し
、
軍
事
力
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
『
洞

庵
六
集
』
巻
八
答
千
住
某
）
。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
、

清
朝
の
敗
北
を
ふ
ま
え
て
、
開
国
を
勧
め
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
国
書
に
対
し
て
、

個
庵
は
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
西
洋
と
の
交
易
を
主
張
し

た
の
で
あ
っ
た
（
『
洞
庵
六
集
』
巻
七
擬
論
外
夷
互
市
封
事
）
。
洞
庵
に
と
っ

て
ア
ヘ
ン
戦
争
は
、
一
刻
も
早
い
開
国
を
促
す
契
機
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
残
さ
れ
た
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
実
の
幕
府
の
外
交
政
策
担
当

者
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
で
あ
る
。
今
、
わ
た
く
し
に
は
こ
の
問
題
を
全
面
的
に
論

ず
る
用
意
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
一
つ
の
例
を
提
示
し
て
お
く
。

周
知
の
よ
う
に
・
ヘ
リ
ー
来
航
後
の
外
交
政
策
決
定
に
際
し
て
、
ア
ヘ
ン
戦
争

で
の
清
朝
の
敗
北
は
、
「
設
鑑
」
「
前
車
の
覆
」
と
し
て
幕
閣
の
人
々
に
想
起
さ

れ
た
。
例
え
ば
、
徳
川
斉
昭
「
十
条
五
事
建
議
書
」
（
嘉
永
六
年
七
月
十
日
）

（
柵
）

に
「
近
く
は
清
朝
鴉
片
烟
の
乱
、
前
車
の
覆
轍
に
候
」
と
あ
り
、
ま
た
「
間
部
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詮
勝
上
申
書
」
に
は
、
「
英
・
仏
等
の
軍
艦
渡
来
、
自
然
混
雑
し
、
無
拠
兵
端

を
開
、
万
一
清
国
の
覆
轍
を
踏
候
様
の
儀
有
之
候
て
は
、
憂
患
今
日
に
十
倍
致

（
棚
）

し
、
汚
辱
を
後
代
に
伝
へ
候
」
（
安
政
五
年
十
月
二
十
四
日
）
と
あ
る
。
清
朝
の

二
の
舞
を
避
け
る
こ
と
が
、
幕
閣
の
共
通
認
識
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
山
鹿
素
水
（
？
’
芸
診
聖
で
あ
る
。
山
鹿
流
兵
学

の
大
家
素
水
は
、
・
ヘ
リ
ー
来
航
後
の
安
政
期
の
幕
閣
に
一
定
の
影
響
力
が
あ
っ

た
と
推
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
素
水
の
門
人
丹
波
綾
部
藩
主
九
鬼
隆
都
は
、

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
幕
府
の
設
立
し
た
講
武
所
の
総
裁
と
な
り
、
そ
こ
で

（
編
）

は
、
山
鹿
流
兵
学
が
採
用
さ
れ
た
。
ま
た
素
水
は
「
月
の
光
』
（
嘉
永
元
年
成
）

と
い
う
経
世
論
を
著
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
長
野
義
言
と
共
に
井
伊
直
弼
の

信
任
を
得
て
い
た
宇
都
木
六
之
丞
の
命
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
少

な
く
と
も
素
水
は
、
井
伊
大
老
に
影
響
を
与
え
得
る
位
置
に
い
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
こ
の
素
水
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

ス
テ
ニ
清
国
ノ
騒
乱
〈
無
体
二
手
強
ク
、
手
荒
キ
所
置
ヲ
ナ
セ
シ
ョ
リ
乱

機
ヲ
生
シ
、
暎
夷
〈
本
ヨ
リ
好
マ
サ
ル
ノ
戦
争
ナ
リ
ト
雛
、
乱
入
ス
ル
ニ

及
ン
テ
ハ
、
大
二
破
レ
テ
噺
ヲ
全
世
界
一
一
受
、
大
国
ノ
恥
辱
ヲ
晒
ス
ハ
前

（
輔
）

車
ノ
戒
メ
也
。
事
〈
暴
二
失
シ
テ
寛
一
天
失
ス
ル
コ
ト
寡
ナ
シ
。

（
『
海
備
全
策
』
巻
五
嘉
永
元
年
）

素
水
は
、
清
朝
の
敗
因
を
「
無
体
二
手
強
ク
、
手
荒
キ
所
置
」
に
求
め
る
。

こ
の
「
前
車
ノ
戒
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
対
応
策
は
、
戦
端
を
開
く
口
実
を
与

え
な
い
た
め
の
「
寛
」
な
る
処
置
、
具
体
的
に
は
一
時
的
に
開
国
を
受
け
入
れ
、

そ
の
間
に
軍
事
力
を
充
実
さ
せ
、
軍
備
が
整
っ
た
時
点
で
再
度
「
鎖
国
」
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
日
本
型
華
夷
論
者
素
水
の
言
う
「
世
界
比
類
ナ
キ
神

（
灯
）

州
ノ
武
徳
ヲ
稜
サ
上
ル
ノ
思
慮
」
（
同
右
巻
一
）
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
侵
略
を
非
難
す
る
道
義
的
視
点
も
、
ま
た
「
世
界

比
類
ナ
キ
神
州
」
の
独
善
を
自
省
す
る
姿
勢
も
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
「
神
州

ノ
武
徳
」
を
機
さ
ず
保
と
う
と
す
る
領
主
的
体
面
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の

素
水
に
窺
え
る
と
思
わ
れ
る
現
実
の
幕
閣
の
ア
ヘ
ン
戦
争
観
、
ひ
い
て
は
そ
の

対
外
観
こ
そ
が
、
個
庵
が
批
判
し
て
や
ま
な
か
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

注（
１
）
佐
藤
昌
介
『
洋
学
史
研
究
序
説
』
（
岩
波
書
店
一
九
六
四
）
、
藤
田
覚

『
天
保
の
改
革
』
（
吉
川
弘
文
館
一
九
八
九
）
参
照
。

（
２
）
植
手
通
有
「
幕
末
に
お
け
る
対
外
観
の
転
回
」
（
「
日
本
近
代
思
想
の
形

成
』
岩
波
書
店
一
九
七
四
）
参
照
。

（
３
）
『
渡
邊
畢
山
高
野
長
英
佐
久
間
象
山
横
井
小
楠
橋
本
左
内
』
（
日

本
思
想
大
系
五
五
岩
波
書
店
）
三
二
七
頁
。

（
４
）
幕
末
日
本
へ
の
ア
ヘ
ン
戦
争
の
思
想
的
影
響
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、

増
田
渉
『
西
学
東
漸
と
中
国
事
情
』
（
岩
波
書
店
一
九
七
八
）
、
藤
間
生

大
『
近
現
代
東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成
』
（
春
秋
社
一
九
七
七
）
、
芳
賀
登

「
阿
片
戦
争
・
太
平
天
国
・
日
本
」
（
「
中
国
近
現
代
史
の
諸
問
題
ｌ
田
中

正
美
先
生
退
官
記
念
論
集
ｌ
』
国
書
刊
行
会
一
九
八
四
）
、
王
暁
秋
著

・
小
島
晋
治
監
訳
『
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
辛
亥
革
命
』
（
東
方
書
店
一
九

九
一
）
が
あ
る
。
増
田
氏
の
労
作
は
文
献
を
渉
猟
し
て
い
る
点
で
、
藤
間

氏
の
研
究
は
東
ア
ジ
ア
世
界
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
、
問
題
意
識
の
設
定

に
お
い
て
資
す
る
所
が
大
き
か
っ
た
。

（
５
）
伺
庵
研
究
に
は
、
梅
澤
秀
夫
「
近
世
後
期
の
朱
子
学
と
海
防
論
ｌ
古
賀

精
里
・
個
庵
の
場
合
」
（
近
代
研
究
会
編
『
幕
末
維
新
の
日
本
』
山
川
出

八
八



版
社
一
九
八
一
）
、
拙
稿
「
古
賀
個
庵
の
世
界
認
識
」
（
「
季
刊
日
本
思

想
史
」
近
刊
）
参
照
。
本
稿
は
前
稿
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。

（
６
）
佐
藤
前
掲
書
二
○
一
頁
。

（
７
）
ア
ヘ
ン
戦
争
情
報
に
二
系
統
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
前
掲

書
・
加
藤
祐
三
『
黒
船
前
後
の
世
界
』
（
岩
波
書
店
一
九
八
五
）
参
照
。

個
庵
は
両
者
を
総
合
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
８
）
『
和
蘭
風
説
書
集
成
』
巻
下
（
吉
川
弘
文
館
一
九
七
九
）
第
二
四
八

号
。

（
９
）
愛
知
県
西
尾
市
立
図
書
館
・
岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
個
庵
六
集
』
巻
四
。
岩

瀬
文
庫
所
蔵
の
「
洞
庵
文
集
』
六
十
冊
は
『
洞
庵
初
集
』
か
ら
「
六
集
』

ま
で
の
稿
本
で
、
伺
庵
自
身
の
朱
墨
に
よ
る
訂
正
・
削
除
の
箇
所
が
認
め

ら
れ
る
。
本
稿
で
は
句
読
点
・
返
点
を
適
宜
つ
け
た
。
『
鴉
片
醸
変
記
』

の
引
用
は
以
下
同
様
。

（
Ⅲ
）
藤
間
前
掲
書
六
二
頁
。

（
Ⅱ
）
『
陸
軍
歴
史
』
巻
一
（
『
勝
海
舟
全
集
』
巻
一
五
）
。

（
Ⅲ
）
岩
瀬
文
庫
所
蔵
。
写
本
一
冊
。

（
旧
）
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
四
冊
。

（
Ｍ
）
前
掲
思
想
大
系
、
二
九
六
頁
。

（
賂
）
丸
山
真
男
「
近
代
日
本
思
想
史
に
お
け
る
国
家
理
性
の
問
題
（
１
）
」

（
「
展
望
」
一
九
四
九
年
一
月
号
）
。

（
略
）
梅
澤
前
掲
論
文
参
照
。

（
Ⅳ
）
『
桐
庵
五
集
』
巻
十
、
天
保
十
年
。

（
肥
）
同
右
巻
八
、
天
保
九
年
。

（
岨
）
前
掲
拙
稿
参
照
。

（
別
）
『
洋
学
上
』
（
日
本
思
想
大
系
六
四
）
三
一
七
頁
。

（
別
）
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
。
写
本
。

（
躯
）
『
象
山
全
集
』
巻
一
・

（
羽
）
前
掲
思
想
大
系
、
二
八
四
頁
。

（
別
）
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
。
写
本
。

（
筋
）
愛
知
教
育
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。

（
恥
）
東
北
大
学
附
属
図
書
館
・
狩
野
文
庫
所
蔵
。
写
本
。

（
〃
）
前
掲
思
想
大
系
、
四
四
九
頁
。

（
羽
）
『
福
沢
諭
吉
選
集
』
巻
一
・

（
羽
）
荒
野
泰
典
『
近
世
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八

八
）
参
照
。

（
訓
）
『
佐
藤
信
淵
武
学
集
』
巻
上
（
岩
波
書
店
一
九
四
二
）
一
八
七
頁
。

（
別
）
川
越
重
昌
『
兵
学
者
佐
藤
信
淵
』
（
鶴
書
房
一
九
四
三
）
五
一
四
頁
。

（
塊
）
前
掲
武
学
集
、
三
三
一
頁
。

（
鮒
）
同
右
、
六
○
一
頁
。

（
別
）
岩
波
文
庫
（
一
九
四
二
七
七
頁
。

（
開
）
前
掲
『
陸
軍
歴
史
』
巻
一
・

（
鮒
）
『
明
治
文
化
全
集
』
巻
一
五
、
七
八
頁
。

（
訂
）
同
右
、
七
五
頁
。

（
胡
）
岩
瀬
文
庫
所
蔵
。
写
本
。

（
胡
）
前
掲
武
学
集
、
五
○
三
頁
。

（
㈹
）
藤
間
前
掲
書
六
三
頁
参
照
。

（
狐
）
宮
城
県
立
図
書
館
所
蔵
。
写
本
。

（
岨
）
山
口
県
教
育
会
編
『
吉
田
松
陰
全
集
』
巻
一
、
三
三
七
頁
。

八
九



（
“
）
『
幕
末
政
治
論
集
』
（
日
本
思
想
大
系
五
六
）
一
○
頁
。
斉
昭
の
プ
レ
ー

ン
会
沢
正
志
斎
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
を
見
て
、
魏
源
の
『
聖
武
記
』
巻
一
四

の
一
節
を
引
照
し
な
が
ら
、
「
是
今
時
亦
各
国
以
侶
邪
教
為
術
」
（
『
下
学

邇
言
』
巻
七
）
と
『
新
論
』
以
来
の
自
説
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

（
“
）
同
右
、
一
○
七
頁
。

（
妬
）
東
北
大
学
附
属
図
書
館
・
狩
野
文
庫
所
蔵
。

（
妬
）
住
田
正
一
編
『
日
本
海
防
史
料
叢
書
』
巻
一
、
二
七
五
頁
。

（
卿
）
同
右
、
一
七
七
頁
。

（
愛
知
教
育
大
学
助
教
授
）

九
○


